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守山まるごと活性化計画 学区別会議実施記録 第３回 

 

1. 実施概要 

 

学区・回 小津学区 第３回 

日 時 2013 年 9月 9日（月） 19：30～21：30 

会 場 小津会館 

参加者 

住民 26 人（金森 3人、三宅 3人、大林 3人、欲賀 4人、森川原 3人、山賀 2人、杉江 2人、三宅稲葉 3人、金森山柿 3人） 

守山市（川上、中島(史)、坪内、吉原） 

地域未来研究所（田渕、貞松、倉嶋） 

会場設営 ４テーブルを配置。くじでテーブルを指定して着席 

実施経過 

１．挨拶 

①開会挨拶（坪内課長補佐） 

②開会挨拶（三品学区長） 

 

２．説明 

①本日の進め方（田渕） 

②第２回検討結果の説明（田渕） 

 

３．意見交換（テーブル別ワーク） 

①前回のふりかえり 

・前回の会議結果を整理した資料を見ながら、抜けているたからものの追加、分類の再

検討を行った。 

・長刀祭や千灯祭といった祭を、地域の行事としてだけでなく、受け継いできた歴史・

伝統としても捉え活用してはという意見があった。 

・住民が気軽に集まることができるような機会を大事に守っていきたいという意見があ

った。 

②学区のまちづくりの課題と方向 

・カードは模造紙に貼り、グルーピングして概略の特徴を整理した。 

・学区が抱える問題点や課題について議論したところ、「川や琵琶湖の環境の悪化」や

「少子高齢化と人口減少」、「希薄化した人間関係の中でのつながりの確保」といった

意見が各テーブルから多く上げられた。 

・「水や琵琶湖に親しむことのできる環境づくりを」、「生成りで（本来のすがたのまま

で）できることからはじめる」、「多くの住民が楽しめるような伝統文化の受継ぎ方を

考える」など、様々な意見が出された 

 

４．結果の発表・共有 

・テーブル毎に参加者の代表が地域の課題、課題に対応するための方針について検討結果

を発表し、全体で共有を図った。 
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５．次回の予定など 

・次回会議の開催日時は、10月 15 日（火）19：30～小津会館とする。 

 

第 3回小津学区会議の様子 
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2. 第３回学区会議の意見まとめ 

 

地域のまちづくりの課題やまちづくりの方向性をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小津学区のまちづくりの課題＞ 

■川や琵琶湖の環境の悪化 

① ヨシが氾濫している。雤水が流れ、ゴミが多い。 

② 整備され、身近な川ではなくなってしまった。 

③ 外来魚や外来水草が増加している。また、小津袋や赤野井湾内湖の水質が悪化している。 

■気軽に集まれる場所の減尐 

④ 井戸端会議ができる場所が減ってしまった。 

⑤ 歩いて買い物に行ける場所がない。また、魅力的な施設もない。 

■公共交通の便が悪い 

⑥ バスの運行が尐なく、車なしでは団地の外へ出にくい。 

■交通量の増加や道路整備 

⑦ 交通量の増加に伴う、生活道路に侵入する車の増加。歩道幅が狭い箇所では特に危険が伴う 

⑧ 道路標識や街灯が尐ない。今後、琵琶湖側と守山駅側での地域格差拡大の懸念も。 

■子どもの遊び場の減尐 

⑨ 球技場や広い場所など、人が集まれる場所が尐ない。 

⑩ 遊び場が無いので、子どもを遊ばせないようになってきている。 

■尐子高齢化・人口減尐 

⑪ 子どもの数が減るとともに、高齢化が進行しており、担い手や学区全体の集いの数が減尐している。 

■地域に対する考え方の変化 

⑫ 地域活動への積極性が薄れ個人主義的な考え方が増えつつあり、行事の存続・継続も危ぶまれている。 

■地域についての知識不足 

⑬ 歴史や地域環境、遺産等についての知識が無い。 

■地域の掃除・維持管理困難 

⑭ 公園や道路脇に雑草が繁茂しており、自治会の掃除のみでは対処しきれない。 

■農業の担い手不足 

⑮ 農業の後継者が不足している。 

■ホタルの生育環境の減尐 

⑯ 常水の減尐や、土や草の維持の問題から、自生環境は減尐している。放流も上手く行かなかった。 

■祭の継続・伝承が困難 

⑰ 自治会単位で祭を世話していくことは難しく、どのように長刀祭を伝承していくかの検討が必要。 

 



4 

2.1 地域のまちづくりの課題、方向 

 

学区の課題 具体的な内容 方向性・解決策 

川や琵琶湖の 
環境の悪化 

水不足。地下水等の確保。 ○ 野洲川で子琵琶湖岸バスや水草を除去し親水性のある湖岸に 
○ 多様な生物が生息できる環境づくり 
○ 河道のヨシ・ヒシを除去しきれいな川に 
○ 新守山川の管理用道路を生かした自転車道の整備（健康づくり） 
○ 新守山川沿いに桜並木と憩いの場所とグランドゴルフ場（金森

から山賀まで） 
○ ウォーキングコース 
○ 小津袋、芦刈園一体化。水生公園。遊歩道の整備 
○ 芦刈園はずいぶん良くなった、県外の方も見えるのでもっと公

園のようにしては。花はきれいだが周辺（含道路）の整備を。 
○ 新守山川の活性化（土地有効活用） 

新守山川が汚い。雤水が流れる。ゴミが多い。 

川が大きくなり身近な河川になってない 

守山川の水はかなりきれいになったが、まだ濁っている。水草も生えてゴミ
がたまる。自治会の川掃除や除草で追いつかない。 

赤野井湾内湖の水質悪化（オオバナミズキンバイ） 

小津袋、赤野井湾の水の汚れ、ゴミの多さにはおどろいている 

町内の川は昔は水量豊かだったが、今は空川。環境が悪い 

気軽に集まれ
る場所の減尐 

若い人の集まれる場所がない ○ グランドゴルフ場ももっと多く整備すべき。高齢者の健康づく
りにはもっとも良いのでは。野洲川の河川敷まで行く必要あり。 井戸端会議の場所が減った 

歩いて買い物に行けるところがない 

守山には魅力的なお店が尐ない 

交通量の増加
や道路整備 

交通量の変化・近道のため生活道路に入り込む車 ○ 道路構造など工夫 

 通学路の歩道幅が狭く危険 

地域によって街灯が尐ない 

標識がない 

右折だまりがない 

道路は整備されているが、別ルートとして団地内を通り抜ける車両が多く、
交通規制が必要。 

住民の増加に伴い交通量も増加。道路を横断するのに危険も増加。 

三津川河川公園が暗くて危ない、恐い。 

全体的に守山のまちは暗い 

主要道路が団地の周りに通っているため、住民が団地から出にくい 

団地の中への車の通り抜けが多い。ハンプはつけてもらった。 

県道沿線の歩道が必要。危険な箇所が多くあり設置をして交通安全に。 

夜間の車・バイクの騒音が気になる 

駅近くと琵琶湖岸との差が大きくなってゆく（歩道・道路・交通網他） 
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学区の課題 具体的な内容 方向性・解決策 

公共交通の便
が悪い 

バスの運行回数が尐ない。１本/１Ｈ程度 

 
スーパー等商業施設が尐ない 

公共交通の便が悪い 

東西のバス路線はあるが、南北に移動する公共交通機関がない 

子どもの遊び
場の減尐 

球技場、広い場所がない。注意される。 ○ 琵琶湖をいかす 
○ 指導者がいて立ち上げれば 
○ 健康づくり 

子どもが安心できる遊び場がない→子どもを遊ばさない 

子どものあいさつができない 

尐子高齢化・ 
人口減尐 

子どもの減尐 ○ 各集落に分家又は世帯分離がしやすくする農地の宅地化（人口
を流出させない） 

○ いろいろ行事内容を変える。簡単なもの。２時間以内。 
○ コミュニケーションがとれる人から進める 
○ ホタルや祭をきっかけに 

介護問題 

学区全体の集いの減尐 

高齢化の進行 

子どもの減尐 

自治会員の高齢化。大林は特に。 

高齢者のひとり暮らしが増加 

役割を担える人材の減尐 

行事の継続・存続ができなくなる 

行事の継続ができないかも 

全市的に晩婚化、未婚男女が多い。昔の仲人の役割を担う。 

高齢化により、災害時の避難が不安 

高齢化が進んでいる 

子どもが尐ない 

新興団地には同世代の入居になり年代が片寄る。造成を年代が片寄らないよ
うに小分けにしたら。 

人が不足 

自治会の役のなり手が決まらない 

自治会の老人クラブの活性化が必要では 

自治会や小津学区の行事に参加する人がだいたい決まってしまっている。 

住民の意識の希薄化（特に伝統文化に対する意識） 

役員のなり手が尐ない現状 

新旧住民の交流が必要 

小さい子ども世代の子育ての体制が不安 

住民の高齢化でボランティアが確保しにくい 

高齢一人暮らしが多くなっている 

30 年ぐらい住んでいるが若い人が外へ出て行き、老人のまちになりつつある 
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学区の課題 具体的な内容 方向性・解決策 

地域に対する
考え方の変化 

散歩していると道路の端に雑草、そして田んぼにゴミの投げ捨て、犬のフン
も見かけることがある。条例化してはどうか。 

○ 琵琶湖博物館への水中路 
○ 活動内容を工夫して改善すべき 
○ ニーズに合わせて実施 公園で弁当を食べた後のゴミの後始末ができていない。水も出しっぱなし。 

地域活動行事への参加が尐ない 

自治会活動の意識の多様化 

地域の活動への積極性が希薄化 

マナーが悪化。犬の糞の処理をしない人が多い。 

個人主義的な考え方 

伝統の祭の継続が難しくなってきている 

地域の由緒ある祭事の維持が困難になっている 

自治会の活動以外の学区の事業には参加が尐ない時がある。福祉活動の分野。 

地域について
の知識不足 

小津の歴史や地域環境（川の経路）を知らないので、遺産やその他について
知識がない。 

○ 古くからの歴史を再現。古墳を活用した公園化。 
○ 地域の歴史の再現。門前町、環ぼりの再生。 
○ 地域資源の有効活用 

地域の掃除・ 
維持管理困難 

自治会の公園は子どもが遊ばないから草だらけ。年２回の除草では間に合わ
ない。  

守山川の横の道路のガードレールに草が茂って、団地からの出口の左右の見
通しが悪く危険。年１回の除草では不足。  

農業の 
担い手不足 

農業の後継者がない。水田は難しいが、畑は家庭菜園の希望者に提供できる
システムをつくれないか。 

○ こどもに畑の体験などできるかも 

農家の耕作依頼が増加している 

農業者の担い手が尐なくなっており継続が難しくなってきている 

ホタルの 
生育環境減尐 

放流活動は上手くいかなかった（欲賀） ○ 学区皆で取組レベル。地域に協力を頼む。 

ホタルの自生するせせらぎをつくったが水質が悪く、ホタルの発生は無理。
子どもの水遊び場にしたら。 

ホタルが住める環境作り 

水は多くてもダメ 

土や草のある様な所を維持する 

祭の継続・伝承
が困難 

長刀祭の伝承方法 ○ 学区単位 
○ 子供らが喜んで、気軽に参加できる環境 
○ 現代文化に合わせてアレンジ 

各自治体単位の実施は困難 

その他 

今も残る悪習 ○ シナリオ 
○ 推進力 
○ 生成りでできるもの 

封建的な考え 

女性の社会進出 

住環境はよいが日常生活には不便である 
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